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成人の誤信念理解における作業記憶と類推（ ）
―真実の表象と誤信念内容の対比における作業記憶―

光田基郎（ノースアジア大学）

キーワード：誤信念理解，作業記憶と類推

問題と目的

「対象の予期しない移動」の誤信念理解を求め

た実験（例： ）は４肢選択の

誤信念課題での作業記憶の負荷に注目し 既得知

識による誤信念内容の偏向を指摘する。本報告は

画面で読み聞かせた絵本の理解における上記の誤

信念理解での真実表象の抑制と誤信念内容の選択

及び類推（写像）における作業記憶の寄与を指摘

した。

方 法

材料・参加者・課題 （ ）「トラと干柿」 藤巻愛

著・福音館・韓国民話）より農家の母親が子ども

に「泣き止まないとトラが来る」と脅しても泣き

止まない時 干柿を与えたら泣き止んだ。トラが外

でこれを聞いて「この子は自分が来た事を知って

いても泣き止まない程に強い子なのに 干柿と聞

いて泣き止んだ。干柿は自分より強い」と誤解し

て恐れて逃げた時に牛泥棒と鉢合わせする。盗人

は牛を盗む気でトラに飛び乗るが トラは干柿と

いう怪獣に襲われたと恐れて盗人を背中に乗せて

走る。盗人は自分がトラに乗った事を知って驚き

木の枝に掴まって命拾い。トラも逃げる話 画

面とその再認と下位技能検査を大画面で（ ）私立

大学生 名（ 名）に読み聞かせ （ イ） 
その再認成績 （ ロ）作業記憶（長文理解でエピ

ソードの順序構成）と （ ハ）真実と誤信念内容

の対比とその表象操作の変数として（ 類推

文法 反応抑制を挙げてその検査項毎に選択反

応を記入させた。（ イ）誤信念理解課題は通常の

２肢選択のサリーアン課題及び （ ロ）４肢選択

課題は ’

に準拠して，姉がバイオリン演奏を中断して青の

ケースに入れた後の外出中に妹がバイオリンを赤

ケースに移して さらにその位置も変えて退室し

た。姉が戻る時に最初にどのケースを開けてバイ

オリンを探すか？下記の 群別に主観的なケース

の選好確率を記入させた。参加者はほぼ等数毎に

（ ロ ）妹がどれかの容器に移し替えたが いず

れの容器に移すか不明条件 （ ）赤容器に移して

容器の位置も入れ替えた（現在の所在プラス容器

の位置情報付加）条件 ） 紫容器に入れた（情

報無効）条件の 群のいずれかに割り当てられた。

実験所要時間は 分である。

結果と考察

方法の項の（ ）と（ ）に述べた変数のクラ

スター分析結果の一部が である。

「いずれか不明」群のクラスター

上記の 肢選択関連の クラスターとそれ以外

の変数のクラスターが得られた結果からは 言語

よりも図式的表象に依存し 流動的知能に関連し

た作業記憶による誤信念理解（ ’ ）

とそれ以外の論理的な知識操作の作業台となる作

業記憶とが個別に寄与する可能性を示唆し得よう。

（ ）上記の方法（ ロ）の 群を級間変動因 逐

語及び推理再認を級内変動因に 長文理解 サリー

アン課題 類推と反応抑制のいずれかとの相関を

求め 要因共分散分析した結果から ロ

のいずれか不明群では上記の全ての変数と再認成

績の高い相関係数値（ ）と再認の高得点 及

び 紫への移動群では負相関傾向のみでなく再認

成績の低下（ ）も示された。以上より 成人の誤

信念理解では言語的な推論を用いた自己説明にお

ける作業記憶を 幼児の場合には反応抑制をも含

めた動作的・視空間的表象依存を強調（

など’ ）し 成人の類推で言語的推理を強調した

など‘ を念頭に推論と写像の対象と

なる知識表象の差と作業記憶における処理負荷の

質・量差との関連付けが課題となる。
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授業リフレクションを通した教師の成長
―強いこだわりを持った現職大学院生の変容（ ）―

道田泰司（琉球大学）

キーワード：教職大学院，教育観，手立ての変容

現職教師は，どのような経験を経て考え方を変容

させ，力量を形成しているのであろうか。本研究で

は，教職大学院で（ ）研究課題の深掘り 道田・岩

谷 教心 ，（ ）授業の見方の変容 道田

日心 をした現職院生が，（ ）２年目の実習を通して

授業に対する考え方・教育観を変容させた事例を報

告する。

方 法

インフォーマントは教職歴約 年の中学校家庭

科教師。４～ 月の 回の授業について，実習日

誌・参観した大学教員のリフレクション記録を中心

として，補足的にインタビューを行った。それらか

ら，どのような問題がリフレクションの対象となっ

たかを抽出・整理し，その問題が，どのように解消

されていったか，それを通して教師がどのように変

容したかについて検討した。また２月に１度，フォ

ローアップ的参観を行った。

結果と考察

初日（ の授業後のリフレクションで問題にな

った，授業参加，意味ある活動，気になる生徒の３

点を中心に，その後の実践の模索が行われた。

気になる生徒 以前は不適切な行動を咎める，高圧

的にやらせる，などしていたが，生徒には生徒なり

の事情があると考え，できることを見つけて増やし

ていくようになった。この変化は，大学院で「まず

はやってみる」スタンスを学び，生徒を個別的に見

て声かけを工夫したときに，生徒の反応が変わるこ

とを実感したからだという。

授業参加 ５月に不参加生徒を見落としていた。そ

れを指摘され，全員の参加確認を心がけたが，ビデ

オで見落としに気づいたり，全員参加の雰囲気が作

れたりと一進一退であった。９月調理実習でも，エ

プロン着用を適切に促せる場面もあれば，不参加生

徒に効果的でない声かけを行う場面もあった。ただ

し授業参加の問題は，２月フォローアップ観察時に

は解消されていた。対象教師は以前は，生徒は求め

られたことをやる前提で授業を進めていたため，丁

寧に参加確認・促しを行っていなかった。それが，

どのようにしたら動くのかを考えるスタンスで授業

を行うようになっている。

意味ある活動 活動内容や活動方法など様々な模索

を行っていたが，ここでは役割付与について検討す

る。４月，班活動に参加しない生徒がいたため，５

月から全員に役割付与したが，役割が機能しなかっ

たり個人作業になったりした。７月の実習時，班長

を集めて指示していたので，そのやり方を中心に据

えたところ，生徒同士のフォローが増え，教師の声

かけが激減した。 月以降，テスト解答時なども役

割を活かして生徒に委ねる工夫を行っている。役割

が意味あるものとして機能し始め，対象教師なりの

活かし方が生まれている。対象教師は以前は教師主

導の授業が中心で，たまにジグソー学習などを取り

入れていたが，あまりうまく機能していなかった。

それがこの経験を通して，型から始まるのではなく，

生徒の実態を把握し，生徒に合わせた授業づくりを

心がけるようになった。以上の経験を経て，１学年

の教科開き（ 月）でも２月フォローアップ観察で

も，役割を活かして全員参加の雰囲気をつくり，生

徒間の様子を観察してその後の授業方針を考える授

業スタイルに変容している。

教師の変容 対象教師の授業がこのように変容した

背景には，生徒観・授業観→生徒の見取り方→手立

ての変容がある。１年次実習で，今までなら「この

子はしょうがない」と捉えていた気になる生徒への

声掛けを変えたところ，行動が変化した（道田

日心 。これをきっかけに，「予め決めた授業をこな

す」意識から，「生徒は変わりうる」という生徒観に

変容したという。ただし，俯瞰的に個々の生徒を見

取ることは，９月までは難しい面もあった。実習日

誌にも，６月までは気になる生徒の記述が多かった

が，７月からはそうではない特定生徒の記述や，各

班の様子が記述されている。生徒の様子をよりてい

ねいに見るようになっており，それを通して生徒理

解が深まり，意味のある活動や効果のある手立てに

つながったと考えられる。

以前の対象教師は，教師主導で，教師が決めたこ

とを中心に授業を行っていた。生徒も漫然と見るか

気になる生徒を中心に見る見方であった。それは数

回の関わりでは変わらない。これまでの方法や授業

観，見取り方へのこだわりがあるせいであろう。大

学教員とのリフレクションやビデオリフレクション

を繰り返し，長期にわたる試行錯誤が必要であり，

生徒観・授業観の変容，個を中心とした見取りへの

変容があって，効果的な手立てにつながるといえる。
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